
段階的な大規模マルチエージェントタスク計画の近傍探索を使用した計画方法 

 

マルチエージェントタスクプランニングは、システム全体のパフォーマンスを最大

化することにより、複数のエージェントを用いて目標を達成する解を得ることを目

的としています。これは、ロボティクス、交通、物流、製造など、さまざまな分野

に共通する基本的な問題です。ドメイン記述においては、世界を真または偽で表現

可能な述語を用いて記述できるため、STRIPSスタイルの言語 [1] がよく使用されま

す。この言語は、状態や行動を追加することで非常に複雑な問題にもスケーラブル

に対応できますが、解の探索空間は述語の数に対して指数的に増加します。このよ

うなプランニング問題は PSPACE完全であり、NP完全問題よりも解くのが困難です 

[2]。本研究では、Planning Domain Definition Language（PDDL）で記述された大規模

な STRIPSスタイルの問題において、現実的な時間内にマルチエージェントタスク

プランニング問題を解決するための段階的手法を提案します。既存のプランナー [3] 

は、少数のエージェントを含む問題に対しては迅速に解を求めることができます

が、大規模な問題を効率的に扱うことはいまだに課題です。我々の手法 [4] は、ま

ず最小限のエージェント数で与えられた目標を達成し、その後、行動の順序変更お

よび一部再割り当てを通じて解を段階的に洗練させていきます。局所的な洗練処理

の中で、行動の順序変更や再割り当ては、隣接する行動間の論理的な接続を壊す可

能性があります。そのため、我々の手法では、プラングラフを用いた最適な接続を

探索することにより、それらの接続を再構築します。隣接する行動を接続して新た

な解を得るための時間計算量は、解の長さに対して線形に関係するため、全体の計

算複雑度を多項式レベルに抑えることがで

きます。最適解の追求は現実的ではないた

め、スケーラブルかつ迅速に動作するアル

ゴリズムの設計に重点を置いています。洗

練プロセスには近傍探索手法を採用し、再

割り当てや順序変更によって得られる解を

「近傍」とみなして探索を行います。さら

に、ローカル最適解からの脱出を図るため

にタブーサーチを適用し、最終的に準最適

解を得ることを目指します。さらに我々

は、この手法を実際の工場におけるタスク

割り当てシナリオに拡張し、人間の疲労を

追加の最適化指標として考慮しました [5]。 
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